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社会知解析技術：これまでの技術
３つの⼤規模AIシステムを試験公開中

Q:熊本県で何が不⾜し
ている（地図表⽰）

九州北部豪⾬鉄橋流失
（D-SUMM)

• Twitter上の災害情報をリアルタイムに分析し、
被害状況の要約や質問が可能

• 熊本地震、九州豪⾬への対応に有効活⽤（⼤分
県庁は鉄橋流失を鉄道会社よりも早くD-SUMM
で発⾒し、鉄道会社に通知）

• 現在、総務省直轄委託の⽀援のもとビジネス化
作業を⺠間が実施

対災害SNS情報分析システム DISAANA / D-SUMM

⼤規模Web情報分析システム WISDOM X�
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Q: 地球温暖化が進むとどうなる？

• ４０億件以上のWebページをもとに、 「東京
オリンピックで何を⼼配すべきか?」といった多
様な質問に回答や仮説を提⽰
• 科学論⽂の内容を先取りする仮説が出た実例も。
• ⼊⼒キーワードから、回答可能な質問の列挙も

可能
• ⺠間企業へのライセンスも実施

Q: 東京オリンピックで何を⼼配すべきか？



九州北部豪⾬（7⽉上旬）でのDISAANA/D-SUMM活⽤

九州北部豪雨の際に大分県がDISAANA・D-SUMMを活用して情報分析を実施し、
災害対応に役立てた

担当者「情報が幅広
く（向こうから）
入ってくる点は有効
だった。水位計の
データ以外に、状況
がわかったのは大き
い。被害のつぶやき
が多かった日田と中
津に重点的に人員配
置するなど災害対応
に役立った」
「ただし、緊急を要
するかどうかの判断
は難しい」
「今後課題を洗い出
したい」2017年7月31日 大分合同新聞19面

D-SUMM	「大分県」
カテゴリー毎の要約結果

わずか数クリックで
⽇⽥市の冠⽔の状況を把握

貴重な情報を抽出：
ＪＲ久大線の鉄橋流失を
最初に伝えたのは
ツイッター

→ JR九州に伝達

（これまで）情報は、
人をばらまき、電話を
してとりにいくもの



岩⼿県でのDISAANA・D-SUMMの活⽤

• 国⺠保護訓練（図上訓練、2018.1.17)
• 初動時の情報収集において⾮常に効果的
• SNSからの情報は不確かだが、スピードが早いので、ダ

メージコントロールの上では⾮常に有効だった

• ⼤雪における情報収集（2018.2.14-2018.2.15）
• 仙岩トンネル秋⽥側出⼝で発⽣した雪崩により通⾏⽌が発

⽣（国交省より通知）
• 現場の詳細が不明なため、D-SUMMにて情報収集すると、
30台ほどが滞留しているという現場写真を⼊⼿できたが、
落雪に巻き込まれた⾞はなく、Uターンも可能なことから、
⼤事に⾄らぬ事を確認。関係機関に伝達。

• 当初は災害時にチェックすべき情報が増えることに抵抗が
あったが、有⽤性がわかり、危機管理監は普段づかいをし
ている
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岩⼿県
⻄島防災危機管理監



防災・減災AIの次のステップ
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• 防災・減災チャットボットの導⼊
• チャットボットが多数の被災者と⾃動的に対話
• 被災状況に合わせて、能動的に被災者⼀⼈⼀⼈から情報収集、⾃治体等

で分析
• 被災者⼀⼈⼀⼈に合わせた重要な情報のプッシュを実施
• デマの可能性のある情報については周辺の被災者に直接確認

地⽅⾃治体等で対話の
結果を集計・分析

クラウド・
クラスタ

帰宅困難者対策
チャットボット：
何かお困りですか？

被災者：中央線が⽌まって
家に帰れません。周りはも
のすごく混雑してます。

デマ対策
チャトボット：近くで
⼟砂災害という情報が
ありますが、ご存知で
しょうか？

被災者：何も聞いてい
ません。デマでは？
近所で家屋倒壊はあり
ます

⽇本学術会議情報学シンポジウムにて構想発表(2018/01/11)



次世代⾳声対話システムWEKDA

ユーザ

⾳声認識

⾳声合成

• Web４０億ページに書かれた知識を使って対話をする博学対話システム
• 既存対話システムでは「理解できません」と⾔われてしまうような多様なトピック

にも応答
• 深層学習の塊、質問の合成法をかえることで様々な⽤途に適⽤可能

WISDOM X�
質問を合成

回答



WEKDA:	今後の課題
• 最終的な⽬的：ユーザのことをよく知った上で、ユーザによりそい、有益な雑談を

⾏える対話システム
• 少なくとも「教育」「⾼齢者ケア」等の⽬的やユーザに関する知識、記憶を持つ必要 →

⼀種の擬似的な⼈格を持つということ
• 書かれたことだけではなく「有⽤かもしれない仮説」の提⽰も必要。（例：仕事でのイノ

ベーションのための気づきを促す）
• 擬似的な⼈格、有⽤かもしれない仮説の提⽰のいずれも、WEKDAにおける質問の合成法を

かえることで実現可能 → ⼤きな可能性を持つアーキテクチャ

質問：南⿃島はどこにある？ システム：南⿃島は⽇本最東端
にあります。覚えておきましょう。
（受験⽣向け対話システム）

質問：レアメタルは何に使う？ 質問：誰がハイブリッド⾞を製造する

システム：⾃動⾞会社に影響があるかもしれません。
（ビジネスマン向け対話システム？）

質問：釉薬を何に使う？ システム：新しい薩摩焼とかが現れるかもしれません。
（⾼齢者の趣味対応⽤対話システム？）

ユーザ：⽇経新聞に
「南⿃島沖に球状レアメタル」
という記事が出てるね。



WEKDAに導⼊予定：WISDOM Xによる仮説の作成
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少⼦⾼齢化のデメリットを逆⼿に取って、バイオ燃料で地域活性化、
⾼齢化への対応？
→ こうした仮説で対話を盛り上げ、考えるヒントを提供

同様の⽅法で地球温暖化に
関する仮説を⽣成し、著名な
科学雑誌の内容を先取りした
事例も


